
 
 

事 務 連 絡  

令和４年１月１３日 

 

各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 高 等 学 校 所 管 課  

各 指 定 都 市 教 育 委 員 会 高 等 学 校 所 管 課  

各 都 道 府 県 私 立 学 校 担 当 課 

附 属 高 等 学 校 又 は 中 等 教 育 学 校 を 御中 

置 く 各 国 公 立 大 学 法 人 の 高 等 学 校 所 管 課 

高等学校を設置する学校設置会社を所管する  

構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を受けた 

各 地 方 公 共 団 体 の 高 等 学 校 所 管 課 

 

文部科学省初等中等教育局 

参事官（高等学校担当）付 

 

高等学校改革に関する令和４年度予算案等について 

 

文部科学省では、令和３年１月の中央教育審議会答申において提言された各高等学校の

特色化・魅力化の実現に向けて、普通科改革や専門学科改革、高等教育機関や地域社会等の

関係機関と連携・協働した高度な学びの提供を推進するため、「新時代に対応した高等学校

改革の推進」に関連する事業として、令和４年度予算案において９億円を計上しています。

現在、政府予算案として閣議決定され、国会の承認を待つ段階となっておりますので、高等

学校改革の趣旨を御理解の上、来年度事業の参考としていただきますよう、お願いいたしま

す。各事業についてご不明な点がございましたら、下記連絡先までお問合せください。 

また、本件につきまして、都道府県教育委員会高等学校所管課にあっては所管の学校及び

高等学校を設置する域内の市（指定都市を除く。）町村教育委員会に対して、各都道府県私

立学校担当課及び高等学校を設置する学校設置会社を所管する構造改革特別区域法第 12 条

第 1 項の認定を受けた各地方公共団体の高等学校所管課にあっては所管の学校法人等に対

して、附属高等学校等を置く国立大学法人にあっては附属学校に対して、御周知いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１．令和４年度予算案「新時代に対応した高等学校改革の推進」の内容 

（１）新時代に対応した高等学校改革推進事業【令和４年度予算額（案） 2.1 億円（新規）】

（資料１） 

  令和３年１月の中央教育審議会答申において提言された普通科改革や教科等横断的な



 
 

学習の推進による資質・能力の育成を実現するため、令和４年度から設置が可能となる学

際領域学科及び地域社会学科の設置を予定している学校の取組を推進するとともに、遠

隔・オンライン教育等を活用した新たな教育方法を用いたカリキュラム開発等のモデル

事業を実施する。加えて、新学科における学びや教科等横断的な学びを実現するためには、

地域、大学、国際機関等との連携協力、調整が必要であり、その役割を担う「コーディネ

ーター」について、その育成や活用を支援するための全国プラットフォームを構築する。 

 ＜学校を指定対象とする事業内容＞ 

① 普通科改革支援事業（24 校程度） 

   学際領域学科及び地域社会学科を設置予定の学校に対し、設置にあたって義務化さ

れている関係機関等との連携協力体制の整備に対する支援や、配置が努力義務化され

ているコーディネーターの配置に対する支援など、新学科の設置に向けた取組を推進

する。 

② 創造的教育方法実践プログラム（８校程度） 

   Society5.0 に対応する先端的な学びや自分のペースでの学習に着目し、同一設置者

の学校間のみでなく、他地域における大学や研究機関、国際機関等の関係機関からの同

時双方向型の授業を取り入れたカリキュラム開発等、新時代の学びを創造するための

モデル事業を実施する。 

【今後のスケジュール（予定）】 

     １月中旬 公募開始 

     ２月中旬 公募〆切、審査 

     ３月上旬 採択 

     ４月上旬 契約、事業開始 

 

（２）マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材育成刷新事業）【令和４年度予算額

（案） 2.5 億円（令和３年度予算額 2.1 億円）】（資料２） 

  デジタルトランスフォーメーション（DX）、六次産業化等、産業構造・仕事内容は急速

かつ絶えず革新しており、更に新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、こうした革新

の流れは一層急激になっていくことが予見される。このため、産業界と専門高校が一体と

なり、地域社会で求められるデジタル人材育成の加速化をはじめとした最先端の職業人

材育成をさらに推進するとともに、最新のデジタル化に対応した産業教育施設・設備を活

用した指導実践モデルを創出し、専門高校の職業人材育成の抜本的改革を図る。 

 ＜学校設置者等を指定対象とする事業内容＞ 

○「マイスター・ハイスクール」の指定（新規６箇所を予定（継続 12 箇所）） 

成長産業化に向けた革新を図る産業界と専門高校が一体となり、地域社会で求められ

るデジタル人材育成の加速化をはじめとした最先端の職業人材を育成する。 

【主な取組】 

① 産業界と専門高校等関係者が一体となった教育課程の刷新・実践 



 
 

② マイスター・ハイスクールＣＥＯを企業等から採用し学校の管理職相当としてマ

ネジメント 

③ 企業等の技術者・研究者等を教員として採用 

④ 企業等での授業・実習を多数実施、企業等の施設・設備の共同利用 等 

 【今後のスケジュール（予定）】 

     １月１２日 公募開始 

     ２月１８日 公募〆切、審査 

     ３月中旬から下旬 採択 

     ４月以降 契約、事業開始（※予算成立の時期により契約時期が変更となる。） 

  ※継続指定校については、別途発出する事務連絡を参照してください。 

 

（３）ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業【令和４年度

予算額（案） 2.3 億円（令和３年度予算額 2.5 億円）】（資料３） 

  Society5.0 をリードし、SDGs の達成を牽引するイノベーティブなグローバル人材育成

のリーディング・プロジェクトとして、国内外の大学等との連携により文理横断的な知を

結集し、社会課題の解決に向けた探究的な学びを通じた高校教育改革や大学の学びの先

取り履修等を通じた高大接続改革を推進する。 

＜学校を指定対象とする事業内容＞ 

①イノベーティブなグローバル人材育成に向けたカリキュラム開発（新規４箇所を予

定（継続 12 箇所）） 

  海外をフィールドとしたグローバルな社会課題の解決に向けた探究的な学び、オン

ライン環境を駆使したフィールドワーク、また、大学等と連携した大学教育の先取り履

修などの学習プログラム等の開発 

② 個別最適な学習環境の構築（新規５箇所を予定） 

全国の希望する高校生がオンライン・オフラインで、拠点校が開発した高度な学びに

係るカリキュラム等を享受できる環境の構築 

 【今後のスケジュール（予定）】 

①について 

     １月１１日 公募開始 

     ２月１日  申請希望調書の提出締切 

     ２月８日  構想計画書等の提出締切 

     ２月中旬～ 書面審査 

     ３月末   審査結果の通知及び内定 

     ３月末   採択（※予算成立の時期により契約時期が変更となる。） 

  ※①の公募情報の詳細につきましては、下記 URL を参照ください。 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/mext_00034.html 

※継続のカリキュラム開発拠点校については、別途発出の事務連絡を参照ください。 



 
 

  ②について 

令和４年度予算成立後に公募を行う予定（本年４月以降）としております。 

※「個別最適な学習の構築」では、拠点校が開発したカリキュラムの授業を他の高

校が特定のクラウド上において、適切に受けることが出来る環境の整備や大

学教育の先取り履修の課題解決型プログラムとして大学の講座をオンライン

コンテンツ化し、ＥｄＴｅｃｈ（例：インターネット上で教材を配信・回収し

たり、学習者が学習した履歴を管理するためのプラットフォームとなる学習

管理システム等）を活用して提供する仕組みづくりを実施することを想定し

ています。 

 

（４）地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業（CORE ハイ

スクール・ネットワーク構想）【令和４年度予算額（案） 0.8 億円（令和３年度予算額 

2.1 億円）】（資料４） 

   ※令和４年度において新規公募は予定しておりません。 

【今後のスケジュール（予定）】 

     ３月上旬 継続に向けた手続き 

     ４月上旬 契約、事業開始 

 

（５）地域との協働による高等学校教育改革推進事業【令和４年度予算額（案） 0.5 億円

（令和３年度予算額 2.2 億円）】（資料５） 

   ※令和４年度において新規公募は予定しておりません。 

 【今後のスケジュール（予定）】 

     ３月上旬 継続に向けた手続き 

     ４月上旬 契約、事業開始 

 

（６）高等学校における教育の質確保・多様性への対応に関する調査研究【令和４年度予算

額（案） 0.6 億円（令和３年度予算額 0.4 億円）】（資料６） 

   ※令和４年度の予定については検討中です。 

  



 
 

 

【本件連絡先】 

（１）新時代に対応した高等学校改革推進事業 

中高一貫教育支援係 電話：03-5253-4111（内線 2349） 

   E-mail:  koukou@mext.go.jp 

 

（２）マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材育成刷新事業） 

産業教育推進室 電話：03-5253-4111（内線 2904） 

E-mail: sangyo@mext.go.jp 

 

（３）ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築

支援事業  

高等学校改革推進室 電話：03-5253-4111（内線 3300） 

  E-mail: b-wwl@mext.go.jp 

 

（４）地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク

構築事業（ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想）   

高等学校改革推進室 電話：03-5253-4111（内線 3400） 

E-mail: core-net@mext.go.jp 

 

（５）地域との協働による高等学校教育改革推進事業 

高等学校改革推進室 電話：03-5253-4111（内線 3300） 

  E-mail: koukou-jigyo@mext.go.jp 

 

（６）高等学校における教育の質確保・多様性への対応に関する調査

研究      

・定時制・通信制課程に係る事業 

 高校教育改革係 電話：03-5253-4111（内線 4679） 

  E-mail:  koukou@mext.go.jp 

・学びの基礎診断に係る事業 

 中高一貫教育支援係 電話：03-5253-4111（内線 2349） 

  E-mail:  koukou@mext.go.jp 
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ー
ル
（
次
世
代
地
域
産
業
⼈
材
育
成
刷
新
事
業
）

背
景 ・ 課
題

■
第

４
次

産
業

⾰
命

の
進

展
、デ

ジ
タル

トラ
ンス

フォ
ー

メー
シ

ョン
（

Ｄ
Ｘ

）
、六

次
産

業
化

等
、産

業
構

造
・仕

事
の

内
容

は
急

速
か

つ
絶

え
ず

⾰
新

。
■

更
に

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

⼤
の

中
、D

X,
Io

Tの
進

展
の

加
速

度
が

さら
に

⾼
ま

り、
こう

した
⾰

新
の

流
れ

は
⼀

層
急

激
に

。
■

こう
した

中
、地

域
産

業
の

⼈
材

育
成

の
核

とな
る

専
⾨

⾼
校

の
社

会
的

要
請

とし
て

、産
業

構
造

・仕
事

の
内

容
の

絶
え

間
な

い
変

化
に

即
応

した
職

業
⼈

材
育

成
が

求
め

られ
る

。

<
連
携
パ
タ
ー
ン
（
例
)>


「マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」を
指
定

し、
産
業
界
他
関
係
者
⼀
体
とな
った

カリ
キ

ュラ
ム

刷
新

・実
践

（
コー

ス
、学

科
改

編
等

）

マ
イ
ス
タ
ー
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
企

業
等

か
ら採

⽤
し学

校
の

管
理

職
とし

て
マ

ネ
ジ

メン
ト


企

業
等

の
技
術
者
・研
究
者
等
を
教
員
とし
て
採
⽤


企
業
等
で
の
授
業
・実
習
を
多
数
実
施

、企
業

等
の

施
設

・設
備

の
共

同
利

⽤


専
攻

科
設

置
や

⾼
専

化
、⼤

学
連

携
等

の
⼀
貫
教
育
課
程
導
⼊
等
の
抜
本
的
な
改
⾰

等


件
数

︓
18

箇
所

（
継

続
12

箇
所

含
む

）
（

予
定

）


委
託

先
︓

学
校

設
置

者
、地

⽅
公

共
団

体
、⺠

間
事

業
者

等

デ
ジ
タ
ル

人
材

育
成

の
加

速
化

を
は

じ
め
と
し
た
、
地

域
産

業
の

持
続

的
な
成

長
を
牽

引
す
る
最

先
端

の
職

業
人

材
の

育
成

●
産
業
界
と⼀

体
とな
った
専
⾨
⾼
校
の
職
業
⼈
材
育
成
の
抜
本
的
改
⾰

20
6百

万
円

専
⾨
⾼
校

第
4次

産
業
⾰
命
を
担
う職

業
⼈
育
成

産
業
界

マ
イ
ス
タ
ー
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

Ｃ
Ｅ
Ｏ

第
２

章
２

．
官

⺠
挙

げ
た

デ
ジ

タル
化

の
加

速
（

３
）

デ
ジ

タル
⼈

材
の

育
成

、デ
ジ

タル
デ

バ
イド

の
解

消
、サ

イバ
ー

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

社
会

全
体

で
求

め
られ

る
デ

ジ
タル

⼈
材

像
を

共
有

して
先

端
技

術
を

担
う⼈

材
等

の
育

成
・確

保
を

図
る

た
め

、経
済

界
や

教
育

機
関

等
と協

⼒
して

、教
育

コン
テ

ン
ツ

や
カリ

キ
ュラ

ム
の

整
備

、実
践

的
な

学
び

の
場

の
提

供
等

を
⾏

うデ
ジ

タル
⼈

材
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
構

築
し、

地
⽅

に
お

け
る

デ
ジ

タル
⼈

材
育

成
の

取
組

とも
連

携
す

る
。

経
済
財
政
運
営
と改

⾰
の
基
本
⽅
針
20
21
（
令
和
３
年
６
⽉
18
⽇
閣
議
決
定
）

●
最
新
の
産
業
教
育
施
設
・設
備
を
活
⽤
した
指
導
実
践
モ
デ
ル
創
出

40
百
万
円


最
新
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
した
産
業
教
育
施
設
・設
備
（
「ス
マ
ー
ト専

⾨
⾼
校
」

等
）
を
活
⽤
した
最
先
端
の
指
導
実
践
モ
デ
ル

を
創

出


指
導

実
践

に
資

す
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
等

を
活

⽤
した

「専
⾨

学
科

デ
ジ

タル
コン

テ
ン

ツ
ア

ー
カイ

ブ
ス

」を
構

築


件
数

︓
１

箇
所


委

託
先

︓
⺠

間
事

業
者

（
予

定
）

第
２

章
３

．
⽇

本
全

体
を

元
気

に
す

る
活

⼒
あ

る
地

⽅
創

り
（

８
）

分
散

型
国

づ
くり

と個
性

を
活

か
した

地
域

づ
くり

（
前

略
）

専
⾨

⾼
校

・専
修

学
校

に
お

い
て

、地
域

の
産

業
界

等
との

連
携

・協
働

に
よ

る
実

践
的

な
職

業
教

育
を

推
進

す
る

。

最
新

の
産

業
教

育
施

設
・
設

備
を
フ
ル

に
活

用
し
た
指

導
実

践
モ
デ
ル

を
創

出
・
普

及
し
、
産

業
構

造
の

変
化

に
即

応
し
た
実

践
的

な
指

導
力

の
向

上


第

３
者

機
関

に
よ

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築


専
⾨
⾼
校
の
取
組
の
成
果
等
の
魅
⼒
発
信

を
実

施

企
業

・地
域

産
業

等 ア
ドバ

イザ
ー


施

設
・設

備
を

活
⽤

した
最

先
端

の
技

術
指

導

専
⾨

学
科

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

ア
ー

カイ
ブ

ス


専

⾨
⾼

校
で

実
証

研
究


指

導
実

践
モ

デ
ル

創
出


動

画
等

の
デ

ジ
タル

教
材

開
発

⼯ 業
福 祉

看 護
情 報

商 業
⽔ 産

家 庭
農 業


令

和
４

年
度

か
ら、

ス
マ

ー
ト化

に
対

応
した

新
学

習
指

導
要

領
実

施


「ス
マ

ー
ト専

⾨
⾼

校
」の

推
進

令
和

4年
度

予
算

額
（

案
）

2.
5億

円
（

前
年

度
予

算
額

2億
円

）

資料２



令
和

４
年

度
予

算
額

（
案

）
2.

3億
円

（
前

年
度

予
算

額
2.

5億
円

）

国
公
私
⽴
の
⾼
等
学
校
及
び
中
⾼
⼀
貫
教
育
校

○
カ
リキ
ュラ
ム
開
発
︓
１
６
拠
点

（
継

続
１

２
＋
新
規
4【
拡
充
】）

、
87
０
万
円
程
度

／
拠

点
・年

、原
則
３
年

○
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
【拡
充
】
︓
5拠

点
、

６
６
０
万
円
程
度

／
拠

点
・年

、原
則
３
年

箇
所
数

単
価

期
間

管
理
機
関

（
都

道
府

県
・市

町
村

教
育

委
員

会
、

国
公

⽴
⼤

学
法

⼈
、学

校
法

⼈
）

等
委
託
先

○
カ
リキ
ュラ
ム
開
発
に
必
要
な
経
費

（
海

外
研

修
旅

費
、謝

⾦
、借

損
料

、国
際

会
議

経
費

等
）

○
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
必
要
な
経
費

（
連

携
交

渉
旅

費
、謝

⾦
、ウ

ェブ
サ

イト
構

築
経

費
、委

員
会

経
費

等
）

委
託

対
象
経
費

W
W
L（
ワ
ー
ル
ド・
ワ
イ
ド・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
⽀
援
事
業

So
ci
et
y5
.0
を
リー
ドす
る
⼈
材
育
成
に
向
け
た
リー
デ
ィン
グ
・プ
ロ
ジ
ェク
ト

事
業
概
要

So
ci
et
y5
.0
を
リー
ドし
、
SD
G
sの
達
成
を
牽
引
す
る
イ
ノベ
ー
テ
ィブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
⼈
材
育
成
の
リー
デ
ィン

グ
・プ
ロ
ジ
ェク
トと
して
、国
内
外
の
⼤
学
等
との
連
携
に
よ
り⽂

理
横
断
的
な
知
を
結
集
し、
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
た
探
究
的
な
学
び
を
通
じた
⾼
校
教
育
改
⾰
や
⼤
学
の
学
び
の
先
取
り履

修
等
を
通
じた
⾼
⼤
接
続
改
⾰

を
推
進
す
る
。


⾼

等
学

校
等

と国
内

外
の

⼤
学

、企
業

、国
際

機
関

等
とが

協
働

し、
⾼

校
⽣

が
主

体
とな

り、
海
外
を
フィ
ー
ル
ドに
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
た
探
究
的
な
学
び
を
実
現

す
る

カリ
キ

ュラ
ム

を
開

発
。


これ

ま
で

訪
問

で
き

な
か

った
国

の
⾼

校
⽣

や
⼤

学
⽣

等
との
オ
ン
ラ
イ
ン
海

外
フィ
ー
ル
ドワ
ー
ク
な
ど､
世
界
規
模
で
⽣
じた
豊
か
な
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

を
駆
使

した
カリ

キ
ュラ

ム
開

発
。


⼤
学
等
と連

携
した
⼤
学
教
育
の
先
取
り履

修
（

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

）
に

よ
り、

⾼
度

か
つ

多
様

な
科

⽬
等

の
学

習
プ

ログ
ラム

／
コー

ス
を

開
発

。


学
習

を
希

望
す

る
⾼

校
⽣

へ
⾼

度
な

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、拠

点
校

間
及

び
関

係
機

関
との

連
携

の
上

、個
別
最
適
な
学
習
環
境
を
構
築

。


イノ
ベ

ー
テ

ィブ
な

グ
ロー

バ
ル

⼈
材

育
成

に
関

⼼
の

あ
る

⾼
校

が
グ

ロー
バ

ル
な

課
題

探
究

成
果

を
共

有
す

る
た

め
の
ミニ
フォ
ー
ラ
ム
の
開
催

。
⾼
校
や
国
の
枠
を
超
え
て
、⾼
校
⽣
に
⾼
度
な
学
び
を
提
供
す
る
AL
（
ア
ドバ
ン
ス
ト

・ラ
ー
ニ
ン
グ
）
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
形
成
した
拠
点
校
を
全
国
に
５
０
校
程
度
配
置
し、

Ｗ
Ｗ
L（
ワ
ー
ル
ド・
ワ
イ
ド・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
へ
とつ
な
げ
る
。

AL
（

ア
ドバ

ンス
ト・

ラー
ニン

グ
）

ネ
ット

ワ
ー

ク
イメ

ー
ジ

図

海
外

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クや

国
際

会
議

の
開

催
等

に
よ

り、
プ

ロジ
ェク

トが
効

果
的

に
機

能
す

る
よ

う国
内

外
の

連
携

機
関

との
ネ

ット
ワ

ー
クを

形
成

⾼
等

学
校

と連
携

機
関

を
つ

な
ぎ

、カ
リキ

ュラ
ム

を
研

究
開

発
す

る
⼈

材
（

カリ
キ

ュラ
ム

・
ア

ドバ
イザ

ー
）

等
の

配
置

管
理
機
関

A⾼
校

連
携

校

A海
外

連
携

校

B海
外

連
携

校
C⾼

校
連

携
校

B⾼
校

連
携

校

国
内

⼤
学

海
外

⼤
学 国

際
機

関

NG
O

等

企
業

AL
ネ
ット
ワ
ー
ク

W
W
Lコ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

管
理

機
関

高
等

学
校

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
拠
点
校

対
象

校
種

資料３



対
象

校
種

国
公

私
⽴

の
⾼

等
学

校
・中

等
教

育
学

校

13
箇

所
（

Ｒ
３

指
定

）
48

0万
円

程
度

/箇
所

（
原

則
３

年
）

箇
所
数

単
価
（
期
間
）

学
校

設
置

者

遠
隔
授
業
の
開
発
・
実
施
に
必
要
な
経
費

（
⼈
件
費
、
委
員
旅
費
、
謝
⾦
等
）

委
託

対
象
経
費

CO
RE
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・ネ
ット
ワ
ー
ク
構
想

○
中
⼭
間
地
域
や
離
島
等
に
⽴
地
す
る
⼩
規
模
⾼
等
学
校

に
お

い
て

は
、地

域
唯

⼀
の

⾼
等

学
校

とし
て

、⼤
学

進
学

か
ら就

職
ま

で
の
多
様
な
進
路

希
望
に
応
じた
教
育
・⽀
援
を
⾏
うこ
とが
必
要

で
あ

る
が

、教
職

員
数

が
限

定
的

で
あ

り、
⽣

徒
の

ニー
ズ

に
応

じた
多
様
な
科
⽬
開
設
や
習
熟
度
別
指

導
が
困
難

。
→
複
数
の
⾼
等
学
校
の
教
育
課
程
の
共
通
化

や
IC
T機
器
の
最
⼤
限
の
活
⽤

に
よ

り、
中

⼭
間

地
域

や
離

島
等

の
⾼

等
学

校
に

お
い

て
も
⽣
徒
の

多
様
な
進
路
実
現
に
向
け
た
教
育
・⽀
援

を
可

能
とす

る
⾼

等
学

校
教

育
を

実
現

し、
持
続
的
な
地
⽅
創
⽣
の
核
とし
て
の
機
能
強
化

を図
る

。

背
景 ・ 課
題

※
中

・⼤
規

模
校

（
教

育
セ

ン
タ

ー
）

か
ら複

数
の

⾼
等

学
校

に
対

す
る

「集
中

配
信

⽅
式

」の
実

施
も

推
奨

⽣
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じた
質
の
⾼
い
教
育
実
現
す
る
⾼
等
学
校
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
を
構
築

中
・⼤

規
模

校
（

教
育

セ
ンタ

ー
）

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

市
町

村

⼤
学

等
⼩

中
学

校

産
業

界
Ｎ

Ｐ
Ｏ

事
業
内
容
︓
中
⼭
間
地
域
や
離
島
等
に
⽴
地
す
る
⼩
規
模
⾼
等
学
校
の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

地
域

社
会

に
根

ざ
した

⾼
等

学
校

の
学

校
間

連
携

・協
働

ネ
ット

ワ
ー

クの
構

築
︓
CO

lla
bo

ra
tiv

e
RE

gi
on

al
Hi

gh
-s

ch
oo

l N
et

w
or

k

【事
業
の
検
証
の
た
め
の
調
査
研
究
】

全
国

展
開

に
向

け
て

、各
ネ

ット
ワ

ー
クに

お
け

る
成

果
・課

題
を

抽
出

・
分

析
す

る
実

証
研

究
を

実
施

委
託

先

②
地
元
⾃
治
体
等
の
関
係
機
関
と連

携
・協
働
す
る
体
制
の
構
築

⇒
学

校
外

の
教

育
資

源
を

活
⽤

した
教

育
の

⾼
度

化
・多

様
化

⇒
地

域
を

深
く理

解
しコ

ミュ
ニテ

ィを
⽀

え
る

⼈
材

の
育

成

①
同
時
双
⽅
向
型
の
遠
隔
授
業
な
どI
CT
も
活
⽤
した
連
携
・協
働

⇒
⾃

校
で

は
受

け
る

こと
の

で
き

な
い

授
業

の
受

講
を

可
能

化
⇒

免
許

外
教

科
担

任
制

度
の

利
⽤

解
消

◆
⽂

部
科

学
省

が
実

施
教

科
や

形
態

に
応

じた
複

数
の

研
究

テ
ー

マ
を

設
定

し実
施

令
和

４
年

度
予

算
額

（
案

）
0.

８
億

円
（

前
年

度
予

算
額

2.
1億

円
）
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令
和

４
年

度
予

算
額

（
案

）
0.

5億
円

（
前

年
度

予
算

額
2.

2億
円

）

国
公

私
⽴

の
⾼

等
学

校
対
象

校
種

14
箇

所
（

R2
指

定
）

22
0〜

37
0万

円
程

度
/箇

所
３

年

箇
所
数

単
価

期
間

学
校

設
置

者
等

委
託
先

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

に
必

要
な

経
費

（
⼈

件
費

、委
員

旅
費

、謝
⾦

等
）

委
託

対
象
経
費

地
域
との
協
働
に
よ
る
⾼
等
学
校
教
育
改
⾰
推
進
事
業

【
グ
ロ
ー
カ
ル
型
】

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
地
域
を
⽀

え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

【
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
】

地
域
の
産
業
界
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ

る
実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進

⾼
等
学
校


地
域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
明
確
化


専
⾨
⼈
材
の
配
置
等
、
校
内
体
制
の
構
築


学
校
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
定


将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
・
求
め
る
⼈
材
像
を
共
有
し
、
地
域
協
働

に
資
す
る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

⾼
校
⽣
と
地
域
課
題
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

効
果
的
に
⾏
う
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築

【
地
域
魅
⼒
化
型
】

地
域
課
題
の
解
決
等
を
通
じ
た
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
地
域
な
ら
で
は
の

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
⼈
材
を
育
成

【
PD
CA
サ
イ
ク
ル
構
築
の
た
め
の
調
査
研
究
】

成
果
指
標
等
の
作
成
検
証
等
に
よ
る
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
教
育
改
⾰
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
，
成
果
普
及
の
た
め
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
等
を
実
施

※
専
⾨
学
科
を
中
⼼
に
実
施

（
指
定
校
数

４
校
）

※
普
通
科
を
中
⼼
に
実
施

（
指
定
校
数

６
校
）

都
道
府
県

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ

産
業
界

社
会
教
育
機
関

（
公
⺠
館
等
）

⼤
学
・

専
修
学
校
等

市
町
村

⼩
中
学
校
等

【
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
】

※
全
学
科
を
対
象
に
実
施

（
指
定
校
数

４
校
）
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令
和

４
年

度
予

算
額

（
案

）
0.

6億
円

（
前

年
度

予
算

額
0.

4億
円

）

国
公

私
⽴

の
⾼

等
学

校
等

対
象

校
種

①
1箇

所
年

間
57

0万
円

/箇
所

１
年

②
6箇

所
年

間
43

0万
円

/箇
所

原
則

３
年

③
2箇

所
年

間
70

0万
円

・1
,2

00
万

円
/箇

所
１

年
【R

4拡
充

】

箇
所

数
単

価
期

間

①
・③

⺠
間

企
業

等
②

国
公

私
⽴

の
⾼

等
学

校
等

委
託

先

①
PD

CA
サ

イク
ル

の
調

査
に

必
要

な
経

費
②

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

等
に

必
要

な
経

費
③

点
検

調
査

や
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

構
築

等
に

必
要

な
経

費

委
託

対
象

経
費

⾼
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
確
保
・多
様
性
へ
の
対
応
に
関
す
る

調
査
研
究

①
PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
構
築

la
n

o
he
ck

ct
io
n

②
多
様
性
に
応
じた
新
時
代
の

学
び
の
充
実
⽀
援
事
業

義
務

教
育

段
階

の
学

習
内

容
の

学
び

直
し

ソ
ー

シ
ャル

ス
キ

ル
トレ

ー
ニン

グ
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
学

習
⽇

本
語

指
導

⽇
本

⽂
化

理
解

キ
ャリ

ア
デ

ザ
イン

③
広
域
通
信
制
⾼
校
の
質
保
証

全
⽇

制
・定

時
制

・通
信

制
課

程
に

お
い

て
、

「⾼
校

⽣
の

た
め

の
学

び
の

基
礎

診
断

」等
を

活
⽤

した
⾼

等
学

校
教

育
に

お
け

る
PD

CA
サ

イク
ル

を
確

⽴
す

る
た

め
の

調
査

研
究

を
⾏

う。

多
様

な
⾼

等
学

校
制

度
を

⽣
か

し
、多

様
な

⽣
徒

に
応

じ
て

卒
業

後
の

進
路

を
⾒

据
え

た
学

習
プ

ログ
ラム

モ
デ

ル
を

検
討

す
る

とと
も

に
、

多
様

な
学

習
ニ

ー
ズ

に
応

じI
CT

を
効

果
的

に
活

⽤
し

た
指

導
・評

価
⽅

法
等

の
実

証
研

究
を

⾏
う。

所
轄

庁
に

よ
る

広
域

通
信

制
⾼

校
へ

の
指

導
監

督
の

実
態

を
分

析
す

る
とと

も
に

、主
体

的
な

点
検

調
査

の
在

り⽅
に

つ
い

て
、調

査
研

究
を

⾏
う。

ま
た

、広
域

通
信

制
⾼

校
に

お
い

て
、都

道
府

県
の

区
域

を
超

え
て

活
動

す
る

サ
テ

ライ
ト施

設
等

に
対

して
、所

轄
庁

に
よ

る
適

切
な

指
導

監
督

を
促

進
す

る
た

め
、広

域
通

信
制

⾼
校

が
設

置
す

る
都

道
府

県
の

区
域

を
超

え
た

サ
テ

ライ
ト施

設
等

の
質

担
保

の
た

め
の

都
道

府
県

間
の

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

構
築

・運
営

す
る

。
【R

4拡
充

】

A県
B県

本
校

サ
テ

ライ
ト施

設

⾼
等

学
校

に
お

い
て

は
、全

⽇
制

・定
時

制
・通

信
制

課
程

に
お

け
る

教
育

の
質

を
確

保
す

る
た

め
の

PD
CA

サ
イク

ル
の

構
築

や
、多

様
な

学
習

ニ
ー

ズ
に

応
じた

学
び

の
実

現
、I

CT
を

効
果

的
に

活
⽤

した
新

時
代

の
学

び
の

充
実

等
が

求
め

られ
て

い
る

こと
か

ら、
実

証
研

究
に

よ
り、

⾼
等

学
校

に
お

け
る

教
育

の
質

の
確

保
及

び
多

様
性

へ
の

対
応

の
充

実
を

図
る

。

〜
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じた
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
〜
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